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Ｃ－ＥＰＳタイプ操舵アクチュエータ

ジェイテクト  ２０２３年４月  製品化 発表

新技術（製品）概要

・ジェイテクトは、同社のＥＰＳ技術を応用し、小型トラックのＡＤＡＳに対応する「Ｃ－ＥＰＳ

タイプ操舵アクチュエータ」を開発、いすゞ自動車の新型「ＥＬＦ」などに採用された。

既存のＨＰＳとＣ－ＥＰＳⓇ操舵アクチュエータを組み合わせることで、低コストで商用車のＡ

ＤＡＳ対応を実現、ふらつき運転や車線逸脱による事故の抑制につながる。

・同製品の特長

  １．あらゆる車種に搭載可能

    同操舵アクチュエータはステアリングホイール付近での搭載により、低床の商用車でも床

面との干渉が発生せず床面改造に比べると小規模な改造で搭載可能で、既存量販ＥＰＳ技

術を応用する操舵アクチュエータであるので、低コストなシステムである。

同操舵アクチュエータを搭載することで、既販車を含めたあらゆる商用車のＡＤＡＳ対応

を実現可能とする。

  ２．運転のしやすさ向上と安全運転への貢献

    操舵アクチュエータには、トルクセンサや回転角度センサが内蔵されており、このセンサの

情報を用いて、各種操舵力のアシスト制御やハンドル戻し制御が可能となり、操舵感が向上。

同操舵アクチュエータは、自動運転レベル２に相当するレーンキープアシストに貢献。

現状と今後の予測

・今後、同操舵アクチュエータは、中型トラックをターゲットに拡販予定であり、省スペース化

と高出力化を両立したタイプの開発することで、小型～大型商用車の自動運転レベル４への対

応を目指す。
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小型インテリジェントパワーデバイス

ローム  ２０２２年１１月  製品化 発表

新技術（製品）概要

・ロームは、エンジン制御ユニットやトランスミッション制御ユニットなどの車載電装システム、

ＰＬＣ（Ｐｒｏｇｒａｍａｂｌｅ Ｌｏｇｉｃ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）などの産業機器向けに、

４０Ｖ耐圧１ｃｈ／２ｃｈ出力のローサイドインテリジェントパワーデバイス（Ｉｎｔｅｌｌ

ｉｇｅｎｔ Ｐｏｗｅｒ Ｄｅｖｉｃｅ：ＩＰＤ）「ＢＶ１ＬＥｘｘｘＥＦＪ－Ｃ／ＢＭ２ＬＥｘ

ｘｘＦＪ－Ｃシリーズ」８製品を開発した。

・ＩＰＤは、電子回路のオン／オフ制御に加え、回路を電気的破壊（異常時の過電流）から保護で

きる機能を搭載したデバイスである。

従来から採用されているメカニカルリレーと異なり機械的な接点がないので、寿命，信頼性，静

音性に優れ、また一般的な半導体スッチ素子であるＭＯＳＦＥＴは過電流によって破壊に至る

可能性があるが、同製品は同社独自の回路・デバイス技術「ＴＤＡＣＣＴＭ」で電流を流すチャネ

ル数を最適に制御することにより、小型サイズを維持したまま、発熱抑制と低オン抵抗の両立を

実現し、各種機器の安全動作と電力損失低減に寄与する。

また同製品は、モータや照明など制御対象となる機器の下側（グランド側）回路に配置され、回

路構成上、単体のメカニカルリレーやＭＯＳＦＥＴからの置き換えが容易で設計しやすくなっ

ている。

現状と今後の予測

・同製品は、２０２２年１０月よりシリーズ合計で当面月産６０万個の体制で量産を開始している。

サンプル価格３２０円／個（税抜）



③材料系
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ｘＥＶ駆動モーター用高性能フェライト磁石

プロテリアル  ２０２２年１２月  シミュレーション 発表

新技術（製品）概要

・プロテリアル（旧日立金属）は、同社の高性能フェライト磁石ＮＭＦⓇ１５を適用したモーター

（フェライト磁石モーター）を最適化設計することで、ネオジム磁石を使用したｘＥＶ用駆動モ

ーターと同等レベルの出力が得られることを、シミュレーションで確認した。

・拡大するｘＥＶ用駆動モーター需要などにより今後ネオジム磁石の生産量拡大が見込まれるが、

ネオジム磁石はレアアースのうち軽希土類のネオジムや、重希土類のジスプロシウムやテルビ

ウムが使用されており、需要拡大にともない資源リスクが高くなることが懸念される。

・フェライト磁石モーターは、ネオジム，ジスプロシウム，テルビウムを使用しないため、資源

リスクの軽減とコストの抑制が期待できる。

  同社のグローバル技術革新センター(ＧＲＩＴ)では、資源リスク軽減に向けた新たなアプロー

チとしてｘＥＶ用駆動モーターにフェライト磁石を適用することを検討してきており、このた

びフェライト磁石として世界最高レベルの磁気特性を持つ同社高性能フェライト磁石ＮＭＦⓇ

１５材をｘＥＶ駆動モーターに適用することを想定して、シミュレーションにてモーターの最

適化設計を実施し、その結果、磁石の搭載位置やサイズの最適化を図ることで、一定の条件下で

はネオジム磁石を使用したモーターと同等レベルの出力がフェライト磁石モーターでも得られ

ることを確認できた。

現状と今後の予測

・シミュレーション結果により、ｘＥＶ駆動用のような大出力のモーターにおいてもフェライト磁

石が適用できる可能性が示されたことにより、従来ネオジム磁石が採用されていた各種用途に

おける選択肢の一つとして、高性能フェライト磁石の提案を開始した。



④技術・工法系
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次世代接合システム

ダイヘン  ２０２２年１１月  製品化 発表

新技術（製品）概要

・ダイヘンは、超ハイテン材やアルミ合金をはじめとする難接合素材の安定接合と従来比最大５

０％の省エネを両立する次世代接合システム「Ｃｏｌｄ Ｓｐｏｔ Ｊｏｉｎｉｎｇ」を世界で初

めて開発した。

・現在、自動車をはじめとする輸送機器業界では、車体軽量化が課題となっており、課題解決のた

めの軽量素材として超ハイテン材やアルミ合金等「難接合素材｣の適用が進んでいるが、現在の

一般的接合方法として抵抗スポット溶接法が使用されているが、母材を高温で溶融するため発

生する接合部の硬化や熱影響部の軟化等による接合部分の強度低下や品質面の不安で、素材の

特性を最大限に活かした軽量化（薄板化）ができない場合がある。

・軽量化（薄板化）を実現のためには、素材の特性を損なわない“低温域”での接合が重要となる。

同社は大阪大学接合科学研究所の研究成果である「固相抵抗スポット接合」をベースにして、低

温域での素材の特性を損なわずに安定した接合を実現する新接合システムの開発に成功した。

  １．難接合素材の高品質な接合

・強度のある超ハイテン材や軟質なアルミ合金まで幅広い素材の接合に対応可能

  ａ）超ハイテン材：1.5GPa 級ハイテン材の安定接合を実現、車体を最大 33%軽量化

  ｂ）アルミ合金：アルミ合金の接合で課題となる熱影響部の軟化を大幅に抑制

  ・溶融せず低温域接合するためチリ（スパッタ）の発生を抑制、後工程での除去作業が不要

  ２．環境負荷低減への貢献

   ・従来の抵抗スポット溶接に比べ最大 50%消費電力を抑制、CO2排出量削減に貢献

   ・炭素を多く含む鋼への適用拡大により鋼製造時の脱炭工程が不要となり大幅な CO2排出削

減に貢献

   ・低入熱での接合により電極等消耗部品の長寿命化を実現、産業廃棄物の削減とコストダウ

ンを実現

  ３．既存の「抵抗スポット溶接」からの置換えが容易

   ・接合機器以外は既存の抵抗スポット溶接の設備が流用可能で、導入が容易

現状と今後の予測

・同製品は、素材の適用範囲を大きく拡大させる可能性があり、自動車業界のみならず難接合素材

の接合を要するあらゆるモノづくり業界での採用が期待される。
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